
凍結防止剤散布下における ASRによる再劣化後の補修対策について	
	

金沢大学大学院	 学生会員	 ○菊池創太	 	 金沢大学	 正会員	 久保善司 

 

1.	 はじめに 

	 石川県能登地方にはアルカリシリカ反応（ASR）

を生じた構造物が多く存在しており，劣化した構造

物の維持管理が課題となっている．他方，この地域

には冬季に凍結防止剤が散布されており，ASR との

複合劣化の恐れがある構造物も数多く存在している．

これらの構造物では，ASR によるひび割れによって

水分および塩化物イオンが供給されやすくなり，凍

結防止剤による塩害を助長する可能性がある 1)．ま

た，塗膜処理を行った場合でも，ASR 膨張によって

塗膜に再びひび割れが生じ，塩化物イオンなどの劣

化因子の侵入によって劣化を複雑化することが懸念

される 2)．本研究では，凍結防止剤の散布下にあり，

かつ補修対策後のASR膨張による再劣化を生じた橋

梁地覆部に対し，ひび割れ注入および表面含浸材の

塗布を行い，その補修効果について検討した． 

2.	 対象構造物と調査概要 

	 調査対象は，能登地方の中部に位置する橋梁の地

覆部 4 面（A 面〜D 面）である．橋梁の概要を図-1

に示す．地覆部には，1997年に ASR対策としてひび

割れ注入が行われ，さらに A，B 面には表面被覆の

みが，C，D 面には約 5cm 厚の断面修復と表面被覆

の併用が行われた．その後，ASR 膨張が進行し，塗

膜にひび割れが生じ，一部からは錆汁が見られた． 

	 2016年 11月に各地覆側面を 4区間（塗膜，含浸 1，

無処理，含浸 2）に区分けし，塗膜部以外は塗膜を除

去した．塗膜除去部に対し，試験施工として，ひび

割れ注入および含浸材塗布を行った．試験施工概要

および調査項目を表-1および表-2にそれぞれ示す． 

3.	 事前調査結果 

(1)腐食グレード	 主筋の腐食グレードは概ね IIであ

った．配力筋の腐食グレードは III，IVに達したもの

もあり，主筋よりも腐食が進行していた．また，C,D

面の配力筋は A,B 面より若干腐食が抑制される傾向

にあった．C,D 面の配力筋は断面修復材中にあり，

断面修復材によって再膨張によるひび割れの進行が

抑制されたためと考えられる．	

(2)塩化物イオン濃度の浸透	 塩化物イオン濃度は， 

 

 

 

いずれも深さにかかわらず 0.3kg/m3以下であり，腐

食発生限界濃度より大幅に少なかった．硝酸銀法に

よる塩分浸透深さはいずれの箇所でも 0cmであった． 

4.	 対策効果の検討 

(1)水分率	 補修施工時と補修 9ヶ月後の表面水分率

を図-2に示す．表面水分率は，処理の有無にかかわ

らず，減少傾向を示した．塗膜除去によって表面近

傍の乾燥が進行したものと考えられる． 

	 補修 9ヶ月後の水分率分布を図-3に示す．いずれ

の面においても深さ 7cmの水分率が 6〜8%と高かっ

た．地覆上面および背面（車道側）には表面被覆が

されていたものの，幅 1mm以上のひび割れが地覆に

沿って発生しており，補修対策以前においてはこれ

らの水分供給の影響は不明であったが，深さ 7cmの 

 

図-1	 橋梁概要	

表-1	 試験施工の概要	

 

表-2	 調査内容	
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水分率がいずれのものでも高い含水状態にあること

から，背面からの水分供給の影響を受けているもの

と考えられる．また，C,D 面の 7cm 深さの水分率は

A,B 面よりも若干高かった．背面からの水分が断面

修復材によって逸散が妨げられ，A,B 面よりも水分

が滞留している可能性が示唆された．他方，いずれ

の面においても，表面近傍の水分率は小さく，塗膜

除去あるいは含浸材の効果によって乾燥が進行して

いた．なお C,D 面の表面付近は断面修復材であり，

水分率測定値の補正が必要である可能性が高い． 

(2)自然電位	 補修施工時と補修 9ヶ月後の自然電位

を図-4に示す．補修施工時には，自然電位は概ね不

確定領域を示すものが多かった．自然電位がそれほ

ど卑側でないのは，塩化物イオンの浸透量が小さい

ことによるものと考えられる．端部では電位が低い

傾向が見られたが，継手付近の損傷程度は他の箇所

 

よりも大きい傾向にあり，漏水等による水分供給が

他の箇所よりも大きかったためと考えられる． 

	 補修後の自然電位に着目すると，A,B 面では，含

浸部でも貴側への回復が見られない箇所があった．

4.(1)で述べたように，背面からの水分供給の影響に

よるものと考えられる．他方，C,D 面では，無処理

部においても電位回復が見られた．これは亜硝酸系

防錆剤をひび割れに注入したことによって，腐食し

にくい環境になったものと考えられる． 

4.	 まとめ 

	 補修時点ではその影響が不明であったが，背面か

らの水分供給は大きいことが明らかとなった．その

ため，顕著な補修効果は現時点では認められかった

ものの，短期間であるため，追跡調査でその効果程

度を明らかにする必要がある． 
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図-2	 表面水分率	

 
図-3	 内部水分率分布	

 
図-4	 自然電位	
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